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噴火警戒レベルに応じた段階的な「警戒が必要な範囲」とキーワード
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住民、登山者や観光客等に防災対応がわかりやすいように、各区分にそれぞれ
「避難」、「避難準備」、「入山規制」、「火口周辺規制」、「活火山であることに留意」の
キーワードを付して呼びかける

噴火警戒レベルとは
火山活動の状況に応じて、「警戒が必要な範囲」と
防災機関や住民等の「とるべき防災対応」を５段階に区分して、噴火警報に付される指標

レベル１
火口内等
「活火山である
ことに留意」

レベル２ 火口周辺
「火口周辺規制」

レベル３ 居住地域近くまで
「入山規制」

レベル４、５ 居住地域
「避難準備」（レベル４）「避難」（レベル５）

融雪型火山泥流

火砕流
溶岩流

大きな噴石

小さな噴石・降灰

●噴火警戒レベルは、火山活動の活発さをあらわすものではない。
→噴火の規模が小さくても、居住地域まで影響する場合は高いレベルになる



吾妻山の噴火警戒レベルの警戒が必要な範囲（案）

レベル３
大穴火口から概ね４km

レベル２
大穴火口から概ね1.5km

レベル４、５

居住地域

レベル１
状況に応じて火口内

吾妻山噴火警戒レベルリーフレットを加工



吾妻山の噴火警戒レベル判定基準（案）
レベル 当該レベルへの引き上げの基準

当該レベルからの
引き下げの基準

５
【居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している】
•融雪型火山泥流が居住地域まで到達または切迫している場合

居住地域への影響の可能性が低くなっ
た場合。

積雪の状況で融雪型火山泥流のおそれ
ある場合はレベル４、その他はレベル３に
引き下げる。

４
【居住地域に重大な被害を及ぼす噴火の可能性】
•融雪型火山泥流が発生し、居住地域まで到達する可能性がある場合

左記の基準となる現象が終息、または
発生の可能性が低くなった場合

３

【居住地域の近く（火口から概ね４km以内）まで重大な影響を及ぼす噴火の可能性】
レベル２の現象が発生している中で、いずれかの現象が観測された場合
•火山性地震や火山性微動の更なる急増および規模（振幅）の増大（レベル２の基
準よりも振幅大、あるいは急激に増加）

•山体の急激な膨張を示す地殻変動が観測された場合（レベル２よりも規模大）
•火映現象が観測されるなど熱活動の更なる活発化が見られた場合
•噴火後の噴出物の調査で、深部マグマの積極的関与を示す調査結果が得られ、
レベル３への引き上げが必要と判断した場合

•レベル２相当の噴火が断続的に発生し、さらに規模の大きな噴火の可能性があ
ると判断した場合

【居住地域の近く（火口から概ね４km以内）まで重大な影響を及ぼす噴火が発生】
•大きな噴石が火口から概ね1.5kmを超えて飛散した場合（推定を含む）

判定基準のいずれの項目も基準以下と
なり、再び基準以上になる可能性が低く
なった場合。

なお、レベル２に下げた後に活発化傾向
に転じたことがわかった場合は、レベル３
に上げる基準に達していなくてもレベル３
に戻す。

２

【火口周辺（火口から概ね1.5km以内）に影響を及ぼす噴火の可能性】
次の現象のいずれか複数観測された場合
•火山性地震が増加した場合（24時間の回数を基準とすることで検討中）
•低周波地震が増加した場合（前30日の回数を基準とすることで検討中）
•火山性微動（微小なものを除く）もしくは火口付近浅部を震源とする規模の大きい
火山性地震が発生した場合
•山体の膨張を示す明瞭な地殻変動が観測された場合
•活発な噴気活動（噴気の高さ、連続性を基準とすることで検討中）、地熱噴気地
帯の拡大、地熱地帯の顕著な地温の上昇など熱活動の活発化

【火口周辺（火口から概ね1.5km以内）に影響を及ぼす噴火が発生】
•大きな噴石が火口から概ね1.5kmまで飛散した場合（推定を含む）

判定基準のいずれの項目も基準以下と
なり、再び基準以上になる可能性が低く
なった場合（噴煙の高さ、火山性微動、低
周波地震基準を下回った後の様子を見る
期間は検討中）。

なお、レベル１に下げた後に活発化傾向
に転じたことがわかった場合は、レベル２
に上げる基準に達していなくてもレベル２
に戻す。
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噴火警戒レベル判定基準説明資料より抜粋



レベル２

レベル３

融雪型火山泥流
が居住地域に影
響する場合は

レベル４ or ５

過去の事例が相当する噴火警戒レベル①

※吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画（福島県火山噴
火緊急減災対策砂防計画検討委員会，2013）から引用
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レベル３の噴火
・1893（明治26）年： 水蒸気噴火

5月19日に比較的規模の大きな噴火が発生、その後断続的に小規模な噴火が発生した後に、噴火開始から
15日後の6月4 日になって最大規模の噴火に至る。6月7日の噴火で調査中の技師２名死亡。激しい活動は７
月まで継続。1895年まで時々小規模な噴火が発生。場所は一切経燕沢火口群。大きな噴石の飛散範囲は約
1.5km。最大規模の噴火はレベル３相当。

レベル２の噴火
・1950(昭和25)年： 水蒸気噴火

2月10、19日に噴火。山麓の土湯温泉付近まで降灰。噴火場所は一切経大穴火口付近。大きな噴石の飛散
範囲は約1.2km。

・1977(昭和52)年： 水蒸気噴火
12月7日に噴火。火口周辺に極少量の降灰。噴火場所は一切経大穴火口付近。大きな噴石の飛散範囲は

500ｍ未満。1977年2月頃から大穴火口の噴気活動が次第に活発化、4月に浄土平で有感地震、10月26日か
らはさらに激しく噴出。酸性の泥水噴出のため、塩川の魚の浮上死、養魚場の被害があった。

噴火の可能性があった活発な火山活動
・1966(昭和41)年： 噴気、地震

5～8月に噴気活発化、新噴気孔を生ずる。大穴の一部では泥水噴出。陥没・がけ崩れ、亀裂の発生。昇華
物の付着が顕著。地震群発（浄土平付近で数回の有感地震）。

・2008～11(平成20～23)年： 噴気、地震、地殻変動
2008年11月11日に大穴火口から突然噴気が噴出を開始。噴気孔下の斜面に流れて堆積した火砕物、大穴
火口壁面やその周囲に降下堆積物がみられた。2010年5月から噴気孔の周辺で硫黄の燃焼がみられた。噴
気は消長を繰り返し高さ700ｍが最高。

過去の事例が相当する噴火警戒レベル②
（明治以降の主な噴火及び火山活動の活発化）

※日本活火山総覧（第4版）（気象庁編，2013）、吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画
（福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会，2013）から引用 6
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